




１ はしがき 
全国の労働災害による死傷者数は長期的には減少傾向にあるものの、平成 20 年でも、今な

お 1,268 人が死亡している状況にあります。一度に３人以上の労働者が死傷する重大災害に

ついては、昭和 60 年に 141 件と底を打ってからは増加に転じ、平成 20 年には約２倍近くの

発生件数となっています。 
千葉県内における労働災害は、減少傾向が鈍化し、ここ数年増減を繰り返し、うち死亡災

害は平成 20 年に 56 人となりました。 
死傷災害は、製造業、運輸交通貨物業、建設業、保健衛生業の順で多く発生しており、災

害の型別では、転倒災害、墜落・転落災害、はさまれ・巻き込まれ災害の３種類の型が全体

の半数を占めています。 
定期健康診断の結果では、49％の労働者に何らかの所見が認められ、特に血中資質、肝機

能、血圧等にかかる有所見率が高くなっています。また、石綿による健康障害をはじめ職業

性疾病も依然として発生しています。 
 さらに、過重労働による健康障害やメンタルヘルスの問題も顕在化しており、労働者の健

康や生活へ与える影響が懸念されています。 
 
平成２１年度主要対策 
１ 自主的安全衛生活動の実施促進 
  リスクアセスメント及び労働安全衛生マネジメントシステムの実施促進等を進めます。 
２ 労働災害防止対策の推進 
  重点業種（食料品製造業・金属製品製造業、建設業、陸上貨物運送事業）及び第三次産

業の労働災害防止、化学工業における爆発・火災災害防止等事業場における安全確保対策

を進めます。 
  足場からの墜落・転落災害防止対策の充実を目的とした改正省令の周知を図ります。 
３ 過重労働による健康障害防止対策の推進 
  「過重労働による健康障害防止のための総合対策」に基づき、労働時間管理、健康管理

等に関する法令順守の徹底等を進めます。 
４ メンタルヘルス対策の推進 
  「労働者の心の健康の保持増進のための指針」等の周知を図るとともに、メンタルヘル

ス対策支援センター、地域産業保健センターの活用等により、メンタルヘルス対策を進め

ます。  
５ 石綿対策の推進 
  石綿障害予防規則に基づき、ばく露防止対策、健康管理対策等を進めます。 
 
これらの対策を強力に推進するためには、労使をはじめ県民の皆様の御理解と御協力が何

よりも不可欠なものとなっています。 
この冊子が労働災害を防止するための一助になれば幸いと存じます。 
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全国における死傷災害数の推移
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　　　　　減少鈍化の労働災害

１　全国
　　労働災害による休業４日以上の死傷者数は、昭和36年をピークとして、その後減少

　を続け、ここ20年で半減していますが、近年減少に鈍化が見られます。
　
　　死亡災害は、昭和36年の6,712人をピークに、昭和47年の労働安全衛生法の施行

　と相まって大きく減少しましたが、昭和60年頃より若干の増加を繰り返し、長期的に

　は、減少傾向にあります。

２
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千葉県内における死傷者数の推移
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　　２　千葉県内

　　　　労働災害による休業4日以上の死傷者数は、昭和48年の8,877人をピークとして

　その後減少を続けてきましたが、近年は逓減傾向にあります。ここ10年をみると横ば

　い状態のなか、平成17年には、5,055人と昭和48年以降最少の記録となりましたが、

　平成18年からは増加傾向に転じ、平成20年5,596人と3年連続の増加となりました。

　　　死亡者数は、昭和40年代の200人前後から、昭和50年代には100人を割り込むこ

　ととなり、平成10年には62人と大幅に減少しましたが、以後増減を繰り返し、平成17

　年に53人と昭和27年以降最小の数値となったものの、平成20年には56人となって

　おります。

（注）昭和29年～47年は休業89日以上、昭和48年以降は休業4日以上。（労災給付データによる。）
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４ 死亡災害の多い建設業、製造業 
 

 死亡災害は、平成 20 年は前年より 2件減少しました。 

全産業における建設業の占める割合は 30.4%、製造業の占める割合は 23.2%でこの 2業種で 

53.6%に達しています。 

 

業種別・年別死傷災害発生状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）本データは労働者死傷病報告による。 

   運輸交通貨物業とは、運輸交通業と陸上貨物取扱業をいいます。 
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２．死亡災害 

 事故の型については、墜落・転落、交通事故が依然として多くなっています。また、起因

物では仮設物・建築物等と動力運搬機が依然として多くなっています。 

 

事故の型別・年別死亡災害発生状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

起因物別・年別死亡災害発生状況 
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７ 監督署別の労働災害発生状況 
 休業災害においては、千葉署、船橋署、柏署の千葉県北西部 3 署で全体の約 6 割の労働災

害が発生しています。 

１．死傷災害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（労働者死傷病報告による。） 

２．死亡災害 
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８ 高齢者・中小企業に多い死亡災害 
 

 全産業では、50 歳以上の死亡者数が約 63％を占めています。事業場規模別では労働者 50

人未満の中小企業で約 71％を占めています。小規模事業場や高年齢労働者に重篤な災害が多

数発生しています、 

 労働者数が 29 人以下の事業場で働く労働者の割合が約 5 割であるのに、死亡者の割合は 6

割を超えています。 

 

（1） 年  齢  別  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 事 業 場 規 模 別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※注 総務省統計局事業所・企業統計調査（平成 18 年版）に基づき算出 

 

5 5

11

14

21

0
1

3

7

22 2
3

1

9

1 1 1 1
0

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

22

20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上

全産業 製造業 建設業 運輸交通貨物業

44.6

25.5

7.1

11.7

10.7

12.3

12.5

13.2

5.4

24.0

19.6

13.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1～9人 10～29人 30～49人 50～99人 100～299人 300人以上

労働者数の
割合※注

死亡者数の割
合

（平成20年）

11







   平成20年の主な死亡災害

１．製　造　業

番号 署名 災害発生日 業　　種 性別 年齢 発　　　生　　　状　　　況

１ 千 葉 1月17日
その他の
食料品製造業

男性 ４３

立体倉庫棟内の３階に４基の自動運搬装置が設置されており、運転中の
ライン上で荷が停止したため、被災者は隣接のラインのコンベア内に立
入り、停止した荷の状況の点検作業を行っていたところ、一部手すりの
設置されていない箇所から約７．４ｍ下の１階に墜落した。

２ 柏 1月29日
その他の化学工
業

男性 ５４

被災者は、再生防湿塗装紙を清掃する４号塗装機の清掃中、ドライヤー
と呼ばれる塗装紙乾燥設備（Ｗ２１０×Ｄ２１５×Ｈ１１２ｃｍ）の上
部（重量２ｔ以上）の片側をエアーシリンダーで上昇させ、落下防止の
鋼製安全棒を取り付けた後、7番ドライヤー内部のローラーにこびり付い
た塗装液をヘラではぎ落とす作業を行っていたところ、上部分が降下し
上半身を挟まれた。

３ 木更津 2月12日 自動車整備業 男性 ４７

被災者は、マイクロバスの板金塗装が終了し、バスに掛け渡してあった
養生シートを取り外すため、整備工が脚立はしごでバスの屋根（高さ
３．２ｍ）に昇ってシートを取り外した後、はしごから降りるときには
しごが滑動し、はしごとともに墜落した。

４ 千 葉 3月7日 その他の製造業 男性 ３９
工場敷地内において、使用期限切れの発煙浮信号６４個を焼却処分する
ための焼却炉で爆発が発生し、約８ｍ離れた箇所にいた被災者が爆風に
より吹飛ばされた。

５ 千 葉 4月17日
石油製品・石炭
製品製造業

男性 ５９
建屋が雨漏りすることがあるため、被災者は点検作業のために工場屋根
にあがっていたところ、高さ約１０ｍの屋根の端部より墜落した。

６ 千 葉 4月19日
その他の金属製
品製造業

男性 ５４

被災者は、工場内に設置してあるつり上げ荷重１トン以上の天井クレー
ンを使用して配管をつり上げていたところ、玉掛け用ワイヤーロープの
先端に取り付けてあるフックが配管から外れて、配管が落下し頭部に当
たり被災した。

７ 船 橋 5月18日
その他の非鉄金
属製造業

男性 ５７
被災者は、工場内の高圧受電盤の断路器を切る作業中、切る予定でない
通電側の断路器を切ったため、火花が発生し、その火花によりやけどを
負い死亡に至った。

８ 船 橋 6月27日
その他の金属製
品製造業

男性 ５８
被災者は、脚立を用いて製品の塗装作業を行っていたところ、脚立から
墜落した。

９ 船 橋 8月29日
その他の金属製
品製造業

男性 ７０
被災者は、事業場ヤード内において高さ約１．８ｍ程度の鋼材上で蔓の
除去作業中、鋼材から墜落した。

１０ 船 橋 9月3日
その他の金属製
品製造業

男性 ５６
被災者は、天井クレーンを用いて鋼板２０枚をＬ字型ハッカーにより運
搬作業中、荷が振れ鋼板が飛び出すように崩れ、下からに２枚の鋼板が
被災者に激突し、その下敷きになった。

１１ 千 葉 10月8日
石油製品・石炭
製品製造業

男性 ５６

被災者は、軽油貯蔵タンクの消防法に基づく年２回の定期点検を単独で
開始し、５分後、屋根（コーンルーフ、固定タイプ）に乗ったところ、
軽油中の硫化水素等により屋根内部が腐食しており、屋根全体が非常に
薄くなっていたため踏み抜き墜落した。内部の軽油は６５５０キロリッ
トルを抜き出しを開始し、翌日の５時過ぎに、被災者の死亡（溺死）が
確認された。

１２ 東 金 11月5日
その他の金属製
品製造業

男性 ６１

被災者は、つり上げ荷重２．９ｔの積載形トラッククレーンを使用し
て、その荷台にあった質量約２ｔのトラック（最大積載量２，５００ｋ
ｇ）をつり上げ、旋回しようとしたところ、当該トラッククレーンが被
災者側に倒れてきて、隣にあった２ｔトラックとの間に挟まれた。

１４
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２．建設業（土木工事関係）

番号 署名 災害発生日 業　　種 性別 年齢 発　　　生　　　状　　　況

１ 柏 3月14日 道路建設工事業 男性 ２９
被災者は、道路補修工事のための路面測量中に、通過車両にはねられ
た。

２ 千 葉 5月12日
土地整理
土木工事業

男性 ４４

被災者は、２５ｔ移動式クレーンのアタッチメントにハンマー・リー
ダー等をセットした杭打ち機により、コンクリート製の杭を打ち込む作
業中、ハンマー下部にキャップ（緩衝材）にセットされていた『やっと
こ』と呼ばれる鋼鉄製部材がキャップから外れ、『やっとこ』が被災者
の頭部に落下し被災した。

３ 柏 5月16日
その他の
土木工事業

男性 ７３

個人住宅の井戸掘作業を終え、被災者は、井戸堀機をトラックに積み込
もうと、事業主が井戸堀機を両手でトラック側へ押し出したところ、井
戸堀機が道路を滑り出し、トラック荷台と井戸堀機のやぐらの間に頭部
を挟まれた。

３．建設業（建築工事関係）

番号 署名 災害発生日 業　　種 性別 年齢 発　　　生　　　状　　　況

１ 銚 子 3月6日
その他の
建築工事業

男性 ６４

サイロの解体工事中、サイロ内に砂が残っており、砂を除去した後にサ
イロを解体しようとしたが、サイロの排出口から砂が排出されなかった
ので、被災者は、サイロに入り、内部をハンマーで叩いていたところ、
砂が流れ出し、サイロ内で生き埋めとなった。

２ 木更津 4月16日
その他の
建築工事業

男性 ６６
円筒形燃焼炉の外側上部に点検用ステージを設置する作業で、クレーン
でつり上げられた鉄骨材の取り付け箇所にいた被災者は、段差のある足
場の隙間から１４ｍ下の通路に墜落した。

３ 船 橋 3月11日 建築設備工事業 男性 ６８
被災者は、建設現場から所属会社事務所へ戻る途中、片側一車線道路で
対向車と衝突した。

４ 船 橋 3月17日 建築設備工事業 男性 ４８

被災者は、空気弁及び空気弁室修繕工事の現場において、現場の写真撮
影及びセメントモルタルの補修作業に従事していたところ、ゆっくりと
屈みこむように倒れた。
過重労働に起因するくも膜下出血によることが原因であった。

５ 千 葉 4月5日
木造家屋
建築工事業

男性 ７２

事業場資材倉庫の解体工事中に、被災者は、バールを使用し屋根上の桟
をはずす作業を行っていたところ、被災者は歩み板（幅２８ｃｍ、長さ
３ｍ８０ｃｍ）から足を踏み外して屋根材を踏み抜き、6メートル下の地
上に墜落した。

６ 木更津 5月22日 建築設備工事業 男性 ６６
被災者は、高さ２．７ｍの常設はしご道を上っていたところ、敷き鉄板
の上に墜落した。

７ 船 橋 8月2日 建築設備工事業 男性 ７０
マンション改修工事において、被災者は、内部階段で２階へ行こうとし
て２段目から転落して負傷し、出血多量により死亡した。

８ 船 橋 9月16日
鉄骨・鉄筋コン
クリート造家屋
建築工事業

男性 ３６
立体駐車場建設にあたり、被災者は、立体駐車場機械室で点検通路の取
り付け作業を行うため、通路資材であるアングルを各取り付け場所まで
運んでいたところ、荷揚げ用に開けておいた開口部から墜落した。

９ 船 橋 9月22日
その他の
建築工事業

男性 63

交通安全施設設置工事作業で、被災者は、道路に設置されている側溝用
の蓋に使用するグレーチングが無かったため、仮設用にベニヤ板を携帯
用丸のこ盤を使って、グレーチングの大きさに切る作業をしていたとこ
ろ、右大腿部を約３０ｃｍ切断した。
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１０ 茂 原 10月10日
木造家屋
建築工事業

男性 ３９

被災者は、木造２階建（在来・足場先行工法）にて、歪みの調整のブレ
スを取り付けるため、小屋梁上にてブレスの釘止め作業をしていたが、
小屋梁上を移動中に転落した。２階床開口部（階段部分）を通り抜け
５．９ｍ下の１階床（合板）に転落し頚椎骨折を負い、翌日に死亡し
た。

11 船 橋 10月10日
鉄骨・鉄筋コン
クリート造家屋
建築工事業

男性 ２９ 被災者は、照明器具の配線作業中、活線部分に触れ感電した。

12 柏 10月20日
その他の
建築工事業

男性 ４１
１１階建てマンションの大規模修繕工事において、被災者は、外部足場
の組み立て作業中、高さ２７ｍの足場から墜落した。

４．建設業（その他の建設業）

番号 署名 災害発生日 業　　種 性別 年齢 発　　　生　　　状　　　況

１ 銚 子 3月4日
機械器具設置工
事業

男 ５３
被災者は、倉庫の変電室屋根上から垂れ下がっている電線を切断するた
め、スレート及びポリカーボネイトで葺かれた変電室屋根を移動中、屋
根を踏み抜き墜落した。

２ 成 田 5月22日 その他の建設業 男 ６０

地中電線管路敷設工事の地質調査のため道路の試し掘りをしていた際、
被災者は、そこに設置する土止め用矢板４７枚約５００ｋｇを台車に積
み、人力にて運搬していたところ、道路外側のＵ字溝に足をとられて転
倒し、転倒したところに台車に積み上げられた矢板が崩壊して左胸を激
突された。

５．運輸交通貨物業

番号 署名 災害発生日 業　　種 性別 年齢 発　　　生　　　状　　　況

１ 船 橋 5月28日
一般貨物
自動車運送業

男性 ３０
被災者は、最大積載荷重１２.９ｔのウイング付き貨物自動車のウイング
左前方シリンダー付近からの油漏れの点検中、ウィングに頸部をはさま
れた。

２ 船 橋 6月12日
一般貨物
自動車運送業

男性 ４８
被災者は、国道を走行中、交差点の信号でトラックの後方に停止してい
たところ、トラックに追突され、作業者の乗っていたトラックが、前方
のトラックに激突した。

３ 柏 6月13日
一般貨物
自動車運送業

男性 ２８
被災者は、最大積載荷重２．９５ｔのトラックで荷の配送のため、高速
道路を走行中、減速中の大型車両に追突した。

４ 船 橋 7月28日
一般貨物
自動車運送業

男性 ５７

工場内でトレーラーへ覆工板を積み込む作業で、被災者が覆工板の上
で、荷外し作業を行っていたが、クレーンのオペレーターがクレーンを
走行させたところ、ナイロンスリングが覆工板に引っかかって、被災者
が覆工板とともにトレーラーから墜落し、覆工板の下敷きとなった。

６．その他の業種

番号 署 名 災害発生日 業　　種 性別 年齢 発　　　生　　　状　　　況

１ 船 橋 1月17日
産業廃棄物
処理業

男性 74
被災者は、ごみの収集運搬のため工場から収集先へトラックで向かう途
中、中央分離帯の縁石に乗り上げ、当該トラックが横転した。当該事故
により同乗者２名も被災した。

２ 銚 子 2月6日 通信業 男性 ２８
被災者は、バイクにて配達終了後、給油に向かう途中、横断歩道上で転
倒した。

３ 柏 3月2日 警備業 男性 ４８
被災者は、排水工事現場で交通誘導作業を行っていたところ、正面より
直進してきた乗用車に激突された。

４ 船 橋 3月13日 新聞販売業 男性 62
被災者は、自転車で朝刊を配達中に、信号のない交差点を通行したとこ
ろ、後方より来たトラックにはねられた。
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５ 船 橋 3月31日 その他の商業 男性 ５９
被災者は、取引先と打ち合わせのため取引先事務所に向かう途中、踏切
内に停車してしまい電車と衝突した。

６ 千 葉 4月18日 倉庫業 男性 ２７
被災者は、倉庫内で荷を運搬するため、フォークリフト（最大荷重７０
０ｋｇリーチフォーク）を運転していたところ、固定ラックに激突して
体がフォークリフトのラックに挟まれた。

７ 銚 子 4月21日 新聞販売業 男性 ７５
被災者は、自転車で新聞配達中、国道を横断する際、走行してきたト
ラックにはねられた。

８ 木更津 5月2日
その他の清掃・
と畜業

男性 ６０

被災者は、産業廃棄物の入った袋（重量１.２３ｔ）を最大荷重１.２ｔ
のフォークリフトでつり上げ、ごみピットに投入しようとしたところ、
フォークリフトが前方に傾き、フォークリフトとともに約８ｍ下のごみ
ピットに墜落して、フォークリフトの下敷きとなった。

９ 千 葉 ５月７日 倉庫業 男性 ４２
被災者は、冷凍倉庫内でアンモニア臭に気付き、漏洩箇所確認のため、
天井の配管の状態をステンレス製露受け板に乗り点検していたところ、
足を滑らせて約２.８ｍ下の床に背中から墜落した。

１０ 柏 6月21日 新聞販売業 男性 ５１

　
被災者は、ビル３階及び２階に新聞を配達後、２階から1階へ降りる階段
から足を滑らした。被災者はゴム長靴を履き、バイク運転用のヘルメッ
トを着用していた。

１１ 柏 7月1日 農業 男性 ７１
被災者は、脚立を使用して個人住宅の庭で高さ４．１ｍの樹木の剪定作
業中、脚立からコンクリート面に墜落した。

１２ 船 橋 7月23日
その他の教育研
究業

男性 ６０
中学校の夏休み行事である「夏期学校」の引率教諭5名のうち１名が、生
徒の遊泳前に海の様子を調べるために沖に向かって泳いでいたところ、
溺死した。

１３ 銚 子 9月4日 警備業 男性 ６０
被災者は、国道にて路面舗装工事の施工にあたっての交通誘導作業で、
走行してきた軽乗用車に停止合図をしていたところ、はねられた。

１４ 船 橋 8月4日 その他の卸売業 男性 ４５

被災者は、倉庫においてピッカーフォークリフトで、パレットに２段積
みされた荷を運搬するためラック間の通路をバック走行していたとこ
ろ、２段目のパレットがラックの柱に衝突し、パレットがずれて通路を
塞ぎ、運転席とパレットの間にはさまれた。

１５ 船 橋 8月6日 警備業 男性 ４５
高速道路のジョイント部の舗装作業において、被災者は、作業が終了し
たので道路規制を解除して現場から離れようとしたところ、工事中であ
ることを表示する標識車に追突された。

１６ 柏 9月2日 一般飲食業 男性 ３９
被災者が、厨房で業務用ガスコンロ（ＬＰガス）に寸胴なべを載せ、
ラーメンのスープの調理を行っていたところ、一酸化炭素中毒に罹患し
た。店はほぼ締め切り状態で厨房の排気ファンは停止されていた。

１７ 銚 子 10月23日
その他の接客娯
楽業

男性 ５８
被災者は、天井の鉄骨梁の錆止めをするため、ペンキ塗り作業を作業台
（高さ１．６４ｍ）に乗って作業していたところ墜落した。

１８ 銚 子 11月7日 通信業 男性 ５１
被災者は、バイクで配達先に向かう途中、市道の十字路で、左方から走
行してきた乗用車と衝突した。

１９ 柏 12月9日 その他の小売業 男性 ６０
　被災者は、路上で塵芥車を停車し、運転席を離れ、門を閉門しようと
したところ、塵芥車が逸走し、車両に駆け寄ったところ、壁と塵芥車の
間に挟まれた。

２０ 茂 原 12月29日
その他の産業廃
棄物処理業

男性 ６８

　被災者は、し尿収集運搬用のバキュームカー（最大積載量３．６５
ｔ）のタンク上（高さ１．７ｍ）において、ホースを取り外す作業を
行っていたところ、バキュームカーが前進したため、バランスを失いタ
ンクから墜落した。
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